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回
覧 

― みんなで見守る、こどもの未来 人権尊重の社会をめざして ― 

交流館
こうりゅうかん

では、みんなが交流
こうりゅう

し、つながり合
あ

うことを目的
もくてき

としてさまざまな講座
こ う ざ

を行
おこな

っています。 

子
こ

育
そだ

て交流
こうりゅう

事業
じぎょう

  

 

子
こ

育
そだ

て交流
こうりゅう

事業
じぎょう

  

1 月20 日(火
か

)

にんじんばたけ

☆ 日時
にちじ

 

★ 時間
じ か ん

 10：00 ～ 11：30 

☆ 場所
ば し ょ

 加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

 

★ 予約
よ や く

は不要
ふ よ う

です  ☆対象
たいしょう

 ０歳
さい

～４歳
さい

くらい 

あそびに 

きてね♪ 
～フリースペース～ 

地域
ち い き

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

 
福山

おもちゃびょういん・かも

☆ 時間
じ か ん

 9：30 ～ 11：00 

★ 場所
ば し ょ

 加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

 

☆ 予約
よ や く

は不要
ふ よ う

です 

※治療費
ち り ょ う ひ

は無料
むりょう

です 

※診察
しんさつ

の結果
け っ か

、治療
ちりょう

できないおもちゃもあります 

※部品
ぶ ひ ん

交換
こうかん

など必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は実費
じ っ ぴ

負担
ふ た ん

となります 

★ 日時
にちじ

 1 月24 日(土
ど

)

地域
ち い き

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

 

暮
く

らしにヒント！

みんなの料理
りょうり

教室
きょうしつ

 

 

☆ 日時
に ち じ

 1 月29 日(木
もく

) 

9:30～12:00 
☆ 講師

こ う し

 蔵本
くらもと

 博
ひろ

美
み

さん(地域
ち い き

活動
かつどう

栄養士
えいようし

) 

☆ 材料費
ざいりょうひ

 500円
えん

 

☆ 定員
ていいん

 20人
にん

 

☆ もってくるもの エプロン、マスク、三角巾
さんかくきん

、お手
て

ふきタオル 

        お米半合
こめはんごう

 

予約
よ や く

が

必要
ひつよう

です

簡単
かんたん

で、おいしいメニューを先生
せんせい

に教
おし

えてもらいます。 

裏
うら

技
わざ

やひと工夫
く ふ う

のワンポイント解説
かいせつ

も好評
こうひょう

です。 

交 流 館
こうりゅうかん

の窓口
まどぐち

は、1月
がつ

5日
にち

(月
げつ

)からあいています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―こどもの未来へつなげるために 気付いたら 支えて 知らせて 見守って― 

加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

では、 

生活上
せいかつじょう

のさまざまな相談
そうだん

に応
おう

じています。 

仕事
し ご と

や就 職
しゅうしょく

、生活
せいかつ

や学校
がっこう

、福祉
ふ く し

制度
せ い ど

や人権
じんけん

侵害
しんがい

など 

生活
せいかつ

のなかでの困
こま

りごとの相談
そうだん

に応
おう

じています。 

住民票などの個人情報の不正取得から守るために、 

第三者が申請した場合、登録者にお知らせしています。 

＊「登録型本人通知制度」が、福山市ホームページの 

「福山市電子申請サービス」から手続きしていただけます。 

＊スマートフォンなどをお持ちの人は、右の二次元コード 

を読み込むことで手続きが行えます。（対応機種のみ） 

右の二次元コードをスマートフォンなどで 

読み取ると、加茂交流館の施設や事業・ 

講座などを確認していただけます。 

16 世紀ころザビエルによってキリスト教と一緒に生誕祭として日本に伝えられたクリスマスですが、イベントとしては日本ではいつごろ

「クリスマス」が始まったのでしょうか？「1900 年に横浜で創業した“明治屋”がクリスマス飾りや関連商品を販売したから」、「1910 年

に“不二家”の創業者である藤井林右衛門がクリスマスケーキを販売したから」などの説があります。また正岡子規は 1892 年に「臘八（ろ

うはち）のあとにかしましくりすます」（臘八とは 12 月８日の釈迦が悟りを開いて仏となった日）、1896 年に「八人の子どもむつましクリ

スマス」と俳句を読んでいます。1900 年にはトナカイではなくロバを連れた「北國の老爺三太九郎」という物語が教文館から発行されてい

ます。 

クリスマスにちょっとポリコレと多様性について考えてみましょう 

クリスマスには、「メリークリスマス」とよくききますが、最近アメリカをはじめとした英語を日常的に使う国では、 

「メリークリスマス」という言葉よりも「ハッピーホリデー」という表現が広まっています。これは、他の宗教的な祝日や 

文化的な行事を含む挨拶として使われるようになりました。人種や宗教、職業、性別、障がいの有無などさまざまな生活 

背景を持つ人々が共存する社会で、適切な言葉を使おうという「ポリティカル・コレクトネス(ポリコレ)」の考え方を 

土台にしています。日本では、「看護師」や「フライトアテンダント」、「障がい者」といった言葉がポリティカル・コレクトネスにあたります。 

11 月の第 4 週木曜日の感謝祭（Thanksgiving Day）から 2 月初旬は多くの人にとって「ホリデーシーズン」です。この時期はクリスマ

ス以外にも、ユダヤ教の祝日である「ハヌカ」(Hanukkah)や、アフリカン・アメリカンの文化を祝う「クワンザ」(Kwanzaa)、日本のお正

月や旧正月などが続きます。 

相手を傷つけないための言葉は大切ですが、言葉だけ気を付ければいいということでもありませんね。本当に相手が大切にされていると感

じる（もちろん自分も大切にされていると感じる）ため、たくさんの人と過ごすことが多いこの時期、なにができるか考えてみませんか。 


